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   A Case of leukoplakia diagnosed preoperatively by the pyelogram and cornified 
epithelial cells in urine. 
   A 30-year-old female patient was addmited with chief complanint of mild pollaki-
suria and dull aching of the left flank. 
   A diagnosis of leukoplakia of the left renal pelvis was made by intravenous and 
retrograde pyelograms which revealed an irregularity of density of the left renal 
pelvis suggesting folds running longitudinally and a moth-eaten-appearance of the 
lower calyx. 
   A diagnosis was supported by discovery of cornified cells in catheterized urine from 
the left ureter on the Papanicolaou staining. Nephrectomy was performed and the 
diagnosis was confirmed. 
   Discoveryof cornified epithelial cells in urine and characteristic pyelographic find-
ings are improtant in diagnosis of leukoplakia of the renal pelvis, and it is not of 
extreme difficulty to make a preoperative diagnosis through careful evaluation of these 
findings. 
   The present case of leukoplakia of renal pelvis is the forth diagnosed preopera-
tively in the world.
緒 言
腎孟白板症 と云 う状態は今 日では左程稀 な も
のではな く,私 の調査 した範 囲に於 ても,自 験
例 を含めて世界 で132例の報告 があ り,そ の中
我国では33例の報告が見 られ る.こ れ らの症例
の殆ん どすべてが,腎 孟結石を始 め とし,他 の
腎疾患 に随伴 し,し かも別除標 本に より初 めて
診断 し得 られた ものが大部分で,術 前 に診断 の
つ いた ものは極 めて少な く,し か も術前の レ線
所見 に より診断 し得 られた とい う報告 は更 に少
ない.し か し注意 しておれば,必 ず術前 に診断
し得 るもので,私 はその様 な1例 を経験 したの
で報告 する と共 に,本 症 の診断的事項及び従来

































陰性,ウ ロビリノーゲン正常,尿 沈 渣 では 赤血 球
(+),白血球(+),上 皮細胞(+),角 化膜様物
(+),小桿菌(+),結 核菌(一)
膀胱鏡検査:膀 胱容量は200cc,膀胱粘膜 は充 血
し,血管の拡張を認める.右尿管口は形態正常,収縮














































例96例について楠教 授の詳細 な統計が あ り,我
国の症例については,1955年に27例についての
佐藤 等の報告 がある.私 は工948年以後の世 界の
症例,及 び我 国の症例について佐藤等に よつて
記載 され た事項以 外に若干 の新事項 を知 り得た
ので,こ れを補足す る(第1表)
私の集 め得た132例中年令を知 り得 た109例に
っいて,年 令別患者数(第2表)を 見るに,30
オ台 のもの最 も多 く,40才台,50才台 のものが
これ に次いでい る.性 別は,こ れを 知 り 得 た
120例中,女61例,男59例 であつて・性別 によ
る差 はあ まり認めちれない
患側を知 り得た115例中,患 側が右 のもの63
第1表A我 国に於ける腎孟白板症の報告例
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講 農細 腎別賄 管脇 水腎症
結核性膿腎症
尿意頻数,尿潤濁 5年:大腸菌 腎孟炎
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露 灘 蟹 ・炎1第1型
尿中角化膜様物,血膿
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20年 大 腸 菌 左膿腎症
7年 両側腎孟白板症
































































脇 冨臨 尿中砂1・年半 B.Pyocianeus
膀胱白板症,左 尿管左腎尿管尿管,膀1尿管,膀 白板症,
新生物,左 尿管狭窄別 除 術i胱 1腎甜 胱炎,腎麺 第1型
左 腎 ポ リポ ー シ ス 腎別除術尿 礁 難難 賢騨 蜘型
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第2表 年令別患者数 甚 だ 少な く・かか る症例 は132例中僅か8例 に

















止 る(第3表)132例 の本症 中症 状について
の記載 の朋瞭 な112例について,そ の主 な症状
を見 ると第4表 の如 くであ るが,こ れ らの症状
第4表 症状
例,左 の もの44例,両側 のもの8例 であつて,
両側共罹膚、している ものは著 る し く少ない
診断的事項:こ れ らの症例 につ いて,本 症 の
診断的事項 について主 に考察 する.
腎孟白板症 には特有 の症状 な く,共 存 す る尿
路感染の症状が主症状をな し,か かる尿路感染
を完全 に除外 し得た症 例は,培 養 に よつても尿
中に細菌を証明 し得なかつたLow及 びCoa-
kleyの1例 を見 るのみである.し かも本症 は
尿路感染 の症状を有す る期 間が相当 長 期 に 渉
り,132例中,罹 患期問 を明確 に知 り得た103例
中の平均 罹患期 間は8年 半であ る.従 つて本症
は何か他の疾 患の疑いの下 に治療 され,術 後或
は剖 検に より,初 めて本症 である事 を知 り得 る
場合が 多 く,術 前に正確な診断が下 され る事 は
第3表 術前に診断を下 し得た症例
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I19561尿 中 角化 上 皮 細 胞
1-一一一 一1-一 一一..一一
195g灘饒 整 難
の多 くは何等本症 に特 異な ものではないが,こ
の中梢 々特殊 と考 え られる症候 である腎癌痛,
尿中への角化膜様物の排 出,及 び尿 中へ の ヒヨ
レステ リン結晶,並 びに糖 原を有 する細胞の排
出等 も,腎 孟白板症 に於 いて,必 ず しも出現す
るとは限 らず,し ば しば一 次的或 は二次的疾患
像 でか くされ,し か も厳密 には本症 に非特異・的
てあ る.我 々の経験 として最 も確実 な手掛 りと
なるのは,腎 孟 レ線像及 び尿中の角化上皮 の証
明である.
(1)腎 孟 レ線像
1939年Arnholdtは腎孟粘膜の角化 の た め
に生 ずる祐襲 を レン トゲン像 で明 らかにす る こ
とが,腎 孟白板症 の診 断の きめてに な る と 考
え,剖 検 によつて腎孟 白板 症であ ることが判 明
した例症 の腎孟 レ線像(第6図)を 検討 した.
即 ち拡張 した腎孟 と,造 影剤 に よつて充 され
た上部腎胚 の他,腎 孟 の長軸 の方 向に走 る擢嚢
像が見 られ る。これは腎孟 白板症 の角化部 に於
いては腎孟粘膜の伸展性がな くな り,強 直性 と
なるために生ず るので あるが,Arnholdtは
この ような摺襲像 こそ腎孟 白板症 に特 徴的であ
ると述べ てい る.そ こで術前 に腎孟白.板症 であ
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ると診 断のついた7例 中,レ 線像 で診断のつい
た4例 を検討 して見 たい,
Low及 びCoakleyの症例の腎孟 レ線像(第
7図)で は,・彼等がmoth-eatenapPearance
と呼 ぶ不 規則 な辺縁 を有す る腎 孟,腎 杯 の 拡
張,凹 凸不平 の粗造面を思わせ る腎孟中央 部の
陰影の濃淡の不均一,及 び腎孟長軸 の方向に沿
い,し か も幾分腎孟尿管移行部に向つて集中す
る傾向のあ る摺襲像が認 められ る,
竹 山の症例(第8図)で は腎孟 の輪郭 が細 く
凹 凸してお り,腎 孟 中央部の陰影が不平 等に薄
く,そ こに同 じ ぐ腎孟長軸 の方向に走 る索状陰
影が認 められ る.
Senger等の症例(第9図)は 両側 の腎孟 白
板症が疑われ,右 側 のみ手術 により確かめ られ
た ものであるが,両 側共腎孟周辺部の陰影が不
規則 であつて蚕 食状 であるが,特 に右側 に著 る
しい.更 に腎孟 陰影 の濃淡が幾分不 均 一 で あ
る.
楠教授 によつて術 前診断 の確定 された自験 例
(第1図,第2図,第3図)に ついては先に述
べたが,腎 孟周囲の輪郭が幾分不規則 であ り,
下部腎杯か ら腎孟 の下部 にか けて,腎 孟長軸 に
沿 うち りめん搬 様の摺襲,下 部腎杯 の一部に於
けるmoth-eatellapPearance様の像,腎 孟
陰影 の濃淡 の不均一等,上 述 の3例 と相似た像
を呈す る.
Arnholdtはこの様な摺襲 をもつ とも良 く描
出するためには,逆 行性 腎孟撮影 に於 いて,比
較 的淡 い造 影剤 を以 つて中等度 に腎孟腔を充 す
のが良い と述 べているが,我 々の行つた様に,
腎孟 に充満せ る造影剤 を流 出させ,そ の直 後に
空気を入れ,直 ちに撮影 する方法 も,こ の摺襲
を更に明 らかに描 出す るのに良い方法 である.
腎孟 に於 ける角化 とそのた めに生ず る摺襲を
直 接に明 らかに し得 る点 で,尿 中 に於け る角化
膜 様物 の証 明と相 まつて,か かる特徴的 な腎孟
レ線像を得 る事 は,腎 孟 白板症 の診断 のきめ手
となる.こ れ らの所見 によつて,本 症を術前 に
診断す る ことは,注 意 しておれぱ それ程困難 で
はない.本 症はかか る特 徴的 な腎孟 レ線像 によ
り,術 前 に正確 な診断の確定 した世界第4例 で
ある.
(2)尿 中角化上皮 の証 明
私 は この症例 に於いて,腎 尿沈渣 のパパ ニ コ
ロー染 色 により淡赤色 に染 つた角化上皮 を明確
に証明 し得 た.本 例 はかか る経験例 の最初 のも
の と思われ るが,私 の経験 はパパ ニ コロー染色
の応用は,本 症 に今一つ の新 しい術前 の診断法
を加 え得た ものと確信す る.
結 語
1)術前 に腎孟 レ線所見 並 びにパパ ニコロー
染 色 による尿中角化上 皮の証 明に よつて正確な
診断 を下 し得た30才女子 の腎孟 白板症 の1例 を
経験 した.
2)本症の診断的事項,特 にその レ線所見 に
っ いて,従 来報告 され ている症例 の腎孟 レ線像
を挙 げて考察 を加 えた.
3)パパ ニコロー染 色 による尿中角化上皮の
証明 は本症 の新 しい術前診断法 である.
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第1図A静 注性腎孟 レ線像 B左 腎孟像拡大
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第8図 竹山の症例の腎孟 レ線像 第9図Sengeret.al.の症 例 の
腎孟 レ線 像
